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「良心」 の天路歴程
金子晴勇［著］（ヨーロッパ思想史）　　　　　　　　＊『

1985年教文館刊行
恥と良心』構成改訂改題増補版

隠れたアンテナ効果とは？
天上への道は良心のそれである。M. ルター

〈良心〉は、単に道徳意識の源泉であるにとどまらず、人間の生存と存在の根源 ― 霊性 ― に深く根を下している
のではないか ?  古今東西の宗教、哲学、文学における著者ならではの縦横無尽なフィールドワークの集積によっ
て新たな「良心論」が誕生 !　創造された人間すべてに備えられている “ アンテナ機能 ” とはなにか？！
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